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(54)【発明の名称】 超音波画像生成方法および超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  常に良好なドプラ画像を得る。
【解決手段】  異なるスラント角０，θａ，θｂでそれ
ぞれ超音波画像を取得し、各超音波画像を加算した加算
超音波画像（太枠）を生成し、表示する。
【効果】  最適のスラント角を設定した位置・姿勢から
超音波探触子が動いてしまっても、また、何をもって最
適とするかの判断基準がいろいろあっても、常に良好な
ドプラ画像を得ることが出来る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  異なるスラント角で複数の超音波画像を
取得し、各超音波画像の全体または一部を加算した加算
超音波画像を生成することを特徴とする超音波画像生成
方法。
【請求項２】  異なるスラント角で複数の超音波画像を
取得し、超音波画像が重複しない部分については唯一つ
存在する画素の画素値を対応する画素の画素値とし且つ
超音波画像が重複する部分については重複する画素の画
素値の最大値，最小値，中間値または平均値のいずれか
を対応する画素の画素値とした投影超音波画像を生成す
ることを特徴とする超音波画像生成方法。
【請求項３】  超音波探触子と、その超音波探触子によ
り異なるスラント角で複数の超音波画像を取得する超音
波画像取得手段と、得られた各超音波画像の全体または
一部を加算した加算超音波画像を生成する加算超音波画
像生成手段とを具備したことを特徴とする超音波診断装
置。
【請求項４】  超音波探触子と、その超音波探触子によ
り異なるスラント角で複数の超音波画像を取得する超音
波画像取得手段と、得られた超音波画像が重複しない部
分については唯一つ存在する画素の画素値を対応する画
素の画素値とし且つ超音波画像が重複する部分について
は重複する画素の画素値の最大値，最小値，中間値また
は平均値のいずれかを対応する画素の画素値とした投影
超音波画像を生成する投影超音波画像生成手段とを具備
したことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波画像生成方
法および超音波診断装置に関し、さらに詳しくは、常に
良好なドプラ画像（カラードプラ、パワードプラ）を得
ることができる超音波画像生成方法および超音波診断装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、ドプラ画像を得るときは、音線方
向と血流方向とが直交しないように操作者が意識してス
ラント角を手動設定している。例えば、図９の（ａ）に
示すようにスラント角０での音線方向Ｓｏと血流方向Ｖ
ｏとが直交する場合、このスラント角０ではドプラ信号
が得られないので、図９の（ｂ）に示すように０でない
スラント角θａを設定する。すると、スラント角θａで
の音線方向Ｓａは血流方向Ｖｏと直交しないので、ドプ
ラ信号が得られる。
【０００３】一方、図１０の（ｂ）に示すようにスラン
ト角θａでの音線方向Ｓａと血流方向Ｖａとが直交する
場合、このスラント角θａではドプラ信号が得られない
ので、図１０の（ａ）に示すようにθａでないスラント
角０を設定する。すると、スラント角０での音線方向Ｓ
ｏは血流方向Ｖａと直交しないので、ドプラ信号が得ら

2
れる。
【０００４】上記のように、操作者がスラント角を手動
設定するのは、操作者にかかる負担が大きい。そこで、
特開平１１－８９８３８号公報では、上記スラント角を
自動設定する超音波診断装置が提案されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】従来は、手動であれ、
自動であれ、最適と思われる一つのスラント角に設定し
ていた。しかし、最適のスラント角に設定した後、超音
波探触子の姿勢が動いてしまうと、そのスライス角は最
適でなくなるため、再び最適のスラント角に設定し直す
必要があり、その再設定までの間は良好なドプラ画像が
得られない問題点があった。また、何をもって最適とす
るかの判断基準は場合によって異なるため、所望のドプ
ラ画像が得られるとは限らない問題点があった。そこ
で、本発明の目的は、常に良好なドプラ画像を得ること
ができる超音波画像生成方法および超音波診断装置を提
供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】第１の観点では、本発明
は、異なるスラント角で複数の超音波画像を取得し、各
超音波画像の全体または一部を加算した加算超音波画像
を生成することを特徴とする超音波画像生成方法を提供
する。上記第１の観点による超音波画像生成方法では、
異なるスラント角で取得した複数の超音波画像を加算す
るため、得られた加算超音波画像は、超音波探触子の姿
勢が動いてしまっても、また、何をもって最適とするか
の判断基準がいろいろあっても、常に最適のスラント角
の超音波画像を含んでいる。よって、常に良好なドプラ
画像を得ることが出来る。
【０００７】第２の観点では、本発明は、異なるスラン
ト角で複数の超音波画像を取得し、超音波画像が重複し
ない部分については唯一つ存在する画素の画素値を対応
する画素の画素値とし且つ超音波画像が重複する部分に
ついては重複する画素の画素値の最大値，最小値，中間
値または平均値のいずれかを対応する画素の画素値とし
た投影超音波画像を生成することを特徴とする超音波画
像生成方法を提供する。上記第２の観点による超音波画
像生成方法では、異なるスラント角で取得した複数の超
音波画像から画素値の最大値，最小値，中間値または平
均値のいずれかを選択して投影超音波画像を生成するた
め、この投影超音波画像は、超音波探触子の姿勢が動い
てしまっても、また、何をもって最適とするかの判断基
準がいろいろあっても、常に最適のスラント角の画素値
から構成できることになる。よって、常に良好なドプラ
画像を得ることが出来る。
【０００８】第３の観点では、本発明は、超音波探触子
と、その超音波探触子により異なるスラント角で複数の
超音波画像を取得する超音波画像取得手段と、得られた
各超音波画像の全体または一部を加算した加算超音波画
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像を生成する加算超音波画像生成手段とを具備したこと
を特徴とする超音波診断装置を提供する。上記第３の観
点による超音波診断装置では、上記第１の観点の超音波
画像生成方法を好適に実施できる。
【０００９】第４の観点では、本発明は、超音波探触子
と、その超音波探触子により異なるスラント角で複数の
超音波画像を取得する超音波画像取得手段と、得られた
超音波画像が重複しない部分については唯一つ存在する
画素の画素値を対応する画素の画素値とし且つ超音波画
像が重複する部分については重複する画素の画素値の最
大値，最小値，中間値または平均値のいずれかを対応す
る画素の画素値とした投影超音波画像を生成する投影超
音波画像生成手段とを具備したことを特徴とする超音波
診断装置を提供する。上記第４の観点による超音波診断
装置では、上記第２の観点の超音波画像生成方法を好適
に実施できる。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、図に示す実施の形態により
本発明をさらに詳細に説明する。なお、これにより本発
明が限定されるものではない。
【００１１】－第１の実施形態－
図１は、本発明の第１の実施形態にかかる超音波診断装
置の構成図である。この超音波診断装置１００は、一平
面（音線平面）上にある多数の平行な音線を形成しうる
リニア超音波探触子１と、指定されたスラント角に前記
音線の方向を向ける電子走査部２１を含む送受信部２
と、順に変更したスラント角を指定するスラント角変更
部３と、受信信号のドプラ成分からカラードプラ画像や
パルスドプラ画像などの超音波画像を生成するデータ処
理部４と、生成された超音波画像を記憶する画像記憶部
５と、記憶している複数のスラント角の異なる超音波画
像を加算して加算超音波画像を生成する画像加算部６Ａ
と、生成された加算超音波画像を表示する表示部７とを
具備している。
【００１２】図２は、上記超音波診断装置１００で実施
する加算画像生成表示処理を示すフロー図である。ステ
ップＡ１では、指定されたスラント角（例えばスラント
角０またはθａまたはθｂ）で超音波画像を得る。ステ
ップＡ２では、異なるスラント角（例えばスラント角０
およびθａおよびθｂ）の超音波画像を加算して加算超
音波画像を生成する。ステップＡ３では、加算超音波画
像を表示する。ステップＡ４では、現在のスラント角と
異なるスラント角を指定し（例えば０，θａ，θｂの順
に循環的に変更する）、前記ステップＡ１に戻る。
【００１３】図３は、スラント角０，θａ，θｂの超音
波画像を加算した加算超音波画像の第１例である。この
第１例では、音線方向Ｓｏと血流方向Ｖｏとが直交する
ためスラント角０の超音波画像だけでは血流は見えない
が、スラント角θａ，θｂの超音波画像が有効なため、
加算超音波画像では血流を良好に観察できる。また、太
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枠で示すように、一つのスラント角での超音波画像より
も広い領域を観察できる。
【００１４】図４は、スラント角０，θａ，θｂの超音
波画像を加算した加算超音波画像の第２例である。この
第２例では、音線方向Ｓａと血流方向Ｖａとが直交する
ためスラント角θａの超音波画像だけでは血流は見えな
いが、スラント角０，θｂの超音波画像が有効なため、
加算超音波画像では血流を良好に観察できる。また、太
枠で示すように、一つのスラント角での超音波画像より
も広い領域を観察できる。
【００１５】図５は、スラント角０，θａ，θｂの超音
波画像を加算した加算超音波画像の第３例である。この
第３例では、音線方向Ｓｂと血流方向Ｖｂとが直交する
ためスラント角θｂの超音波画像だけでは血流は見えな
いが、スラント角０，θａの超音波画像が有効なため、
加算超音波画像では血流を良好に観察できる。また、太
枠で示すように、一つのスラント角での超音波画像より
も広い領域を観察できる。
【００１６】結局、以上の超音波診断装置１００によれ
ば、血流方向にかかわらず（従って、超音波探触子１の
姿勢が動いてしまっても）、また、何をもって最適とす
るかの判断基準がいろいろあっても、常に良好なドプラ
画像を得ることが出来る。また、一つのスラント角での
超音波画像よりも広い領域を観察できる。
【００１７】なお、図６に太枠で示すように、超音波画
像の全体でなく、一部だけを用いて加算超音波画像を生
成してもよい。
【００１８】－第２の実施形態－
図７は、本発明の第２の実施形態にかかる超音波診断装
置の構成図である。この超音波診断装置２００は、一平
面（音線平面）上にある多数の平行な音線を形成しうる
リニア超音波探触子１と、指定されたスラント角に前記
音線の方向を向ける電子走査部２１を含む送受信部２
と、順に変更したスラント角を指定するスラント角変更
部３と、受信信号のドプラ成分からカラードプラ画像や
パルスドプラ画像などの超音波画像を生成するデータ処
理部４と、生成された超音波画像を記憶する画像記憶部
５と、記憶している複数のスラント角の異なる超音波画
像に対して超音波画像が重複しない部分については唯一
つ存在する画素の画素値を対応する画素の画素値とし且
つ超音波画像が重複する部分については重複する画素の
画素値の最大値を対応する画素の画素値としたＭＩＰ
（Ｍaxmum Ｉntensity Ｐrojection）超音波画像を生成
するＭＩＰ処理部６Ｂと、生成されたＭＩＰ超音波画像
を表示する表示部７とを具備している。
【００１９】図８は、上記超音波診断装置２００で実施
するＭＩＰ画像生成表示処理を示すフロー図である。ス
テップＢ１では、指定されたスラント角（例えばスラン
ト角０またはθａまたはθｂ）で超音波画像を得る。ス
テップＢ２では、異なるスラント角（例えばスラント角
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０およびθａおよびθｂ）の超音波画像を比較し、超音
波画像が重複しない部分については唯一つ存在する画素
の画素値を、ＭＩＰ超音波画像の対応する画素の画素値
とすると共に、超音波画像が重複する部分については、
重複する画素の画素値の最大値を、ＭＩＰ超音波画像の
対応する画素の画素値とする。ステップＢ３では、最大
値超音波画像を表示する。ステップＢ４では、現在のス
ラント角と異なるスラント角を指定し（例えば０，θ
ａ，θｂの順に循環的に変更する）、前記ステップＢ１
に戻る。
【００２０】以上の超音波診断装置２００によっても、
血流方向にかかわらず（従って、超音波探触子１の姿勢
が動いてしまっても）、また、何をもって最適とするか
の判断基準がいろいろあっても、常に良好なドプラ画像
を得ることが出来る。また、一つのスラント角での超音
波画像よりも広い領域を観察できる。
【００２１】なお、各スラント角の超音波画像の全体で
なく、一部だけを用いてＭＩＰ超音波画像を生成しても
よい。また、最大値の代わりに、最小値，中間値または
平均値を採用してもよい。
【００２２】
【発明の効果】本発明の超音波画像生成方法および超音
波診断装置によれば、最適のスラント角を設定した位置
・姿勢から超音波探触子が動いてしまっても、また、何
をもって最適とするかの判断基準がいろいろあっても、
常に良好なドプラ画像を得ることが出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態にかかる超音波診断装
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置のブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施形態にかかる加算画像生成
表示処理を示すフロー図である。
【図３】加算超音波画像の第１例の例示図である。
【図４】加算超音波画像の第２例の例示図である。
【図５】加算超音波画像の第３例の例示図である。
【図６】部分的に加算する場合の加算超音波画像の例示
図である。
【図７】本発明の第２の実施形態にかかる超音波診断装
置のブロック図である。
【図８】本発明の第２の実施形態にかかるＭＩＰ画像生
成表示処理を示すフロー図である。
【図９】血流方向に対して好ましいスラント角の説明図
である。
【図１０】血流方向に対して好ましいスラント角の別の
説明図である。
【符号の説明】
１              リニア超音波探触子
２              送受信部
２１            電子走査部
３              スラント角変更部
４              データ処理部
５              画像記憶部
６Ａ            画像加算部
６Ｂ            ＭＩＰ処理部
７              表示部
１００          超音波診断装置

【図１】
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